
学校番号 1204 

令和３年度 （工業科） 

 

教科 工業 科目 工業技術英語 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 プリント教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業の各分野における生産、営業、管理などの業務に必要な技術英語に関する知識ならびに、一般的な

英語と共に習得させ、実際に活用する能力と態度を身に付けさせる。 

 

２ 学習の到達目標 

工業英語の基礎・リーディング・ライティング・会話について学習させる。工業英検合格を目指しつつ

各種英語検定に関する資格取得に向けた内容を学習させる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

工業的な英語に関心

を持ち、積極的に学習

活動を行い、英語を理

解しようとする。 

 

工業的言語やその運

用についての知識を

身につけるとともに、

その背景にある文化

などを理解する。 

工業英語の基礎・基

本的な知識を身に付

け、読み聞きや調べ

た情報を理解できる

知識を身につける。 

英語で読んだり聞い

たりした情報を理解

するとともに、情報

や考えを英語で話し

たり書いたりして表

現できる知識を身に

つける。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

プリント課題、 

ノートの記述 

学習状況の観察 

プリント課題、 

ノートの記述 

学習状況の観察 

プリント課題、 

ノートの記述 

学習状況の観察 

プリント課題、 

ノートの記述 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単元名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
・２ 

工業英語の読解 位置／方向／運動／

状態／形 

文をつなぐ表現法 

 

 

関連的・付加的説明 

の表現法 

比較・順序、尺度と 

基準、受動や仮定の 

表現法、目的や理由 

の表現法、主語や修 

飾関係の表現法 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:工業英語に関心を持ち

意欲的に取組んでいる 

 

b:工業的専門用語や表現

を理解している 

 

c:英文のスタイルや特徴

を理解している 

 

d:グループワーク等に積

極的に参加発言等を行っ

ている。 

学習状況の観察 

プリント課題、 

ノートの記述 

３ 

・日本工業英語協会工業

英検受験に向けての

演習 

 

 

・実践演習 

過去問題により、出 

題傾向を理解・修得 

させる。受験対策と 

して、演習問題をさ 

せる。 

企業現場で役立つ会 

話について学習。英 

文マニュアルを読ま 

せる。 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:工業英語に関心を持ち

意欲的に取組んでいる 

 

b:工業的専門用語や表現

を理解している 

 

c:英文のスタイルや特徴

を理解している 

 

d:グループワーク等に積

極的に参加発言等を行っ

ている。 

学習状況の観察 

プリント課題、 

ノートの記述 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


